


●郵送の場合 ： 〒533-0031 大阪市東淀川区西淡路2丁目1-14-105　「一般社団法人 コミュニティマネジメント協会」
●ファックスの場合 ： 06-7860-4731　●ホームページ（http://www.cma-web.net）からも、お申込みいただけます。
●お問い合わせは… 担当 ： 西村（090-1149-4326）　●後日、当日の持ち物など詳しいご案内をお送りします。

  8:30　集合（新大阪）
  9:00　出　発
　↓　　～貸切バス～
　↓
11:30　〈昼食〉持参弁当
　↓
13:00　高根島　着
14:00
　↓　　海で遊ぶ
16:00
　↓　　風呂・夕食準備
18:00　〈夕　食〉
19:30
　↓　　散歩・星の観察
21:00　就寝

  6:30　起　床
  7:00　〈朝　食〉
　↓　　弁当作り
10:00
　↓　　島内探検・灯台へ
12:00　〈昼食〉弁当
　↓　　磯遊び
15:30
　↓　　風呂
17:00　島の子たちと
　↓　　バーベキュー
　↓　　花火
20:00
　↓
21:00　就寝

  6:30　起　床
  7:00　〈朝　食〉
  9:30
　↓　　海で遊ぶ
12:00　〈昼食〉
13:00
　↓　　ファームステイ
　↓　　農家１軒に３名
　↓　　
17:00
　↓　　風呂
18:00　〈夕　食〉
19:30
　↓　　散歩・星の観察
21:00　就寝

  6:30　起　床
  7:00　〈朝　食〉
  9:00
　↓　　ちょこっと海へ
11:00　高根島　発
　↓　　尾道へ
12:00　〈昼食〉弁当
　↓
　↓　　尾道まち巡り
　↓
14:30　尾道　発
　↓　　～貸切バス～　
　↓　
18:30　解散（新大阪）

（ 切 り 取 り 線 ）
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しまなみ海の楽校　申込書

高根島（こうねじま）
高根島は瀬戸内海中部にある芸予諸島の島。
本州・広島県の尾道市と四国・愛媛県の今治市
を結ぶ「しまなみ海道」のほぼ中間地点にある
広島県側最後の島・生口島（いくちじま）とみか
ん色の橋でつながっています。みかんとレモン
の栽培で知られる高根島は、周囲約12kmの
小さな島。島だから海でどっぷり遊ぶにはもって
こいの条件が揃っています。

理事を含め22名の正会員を有する。コミュティ再生・
まちづくり形成に資する調査・研究・計画・地域支援他
の公益目的事業を行う。今年度新たに都市における
「まちづくり」だけでなく、地方都市や農山漁村におけ
る地域おこしをサポートしていくため、「まち・むら協働
研究部会」を立ち上げ、現在数カ所の市町村の地域と
の協働作業に着手している。

http://www.cma-web.net

「しまなみ海の楽校」へのお誘い
がっこう

プログラム（予定）

８月17日（水）

高根島の砂浜（向かいは生口島）

８月18日（木）

（社）コミュニティマネジメント協会
1973年、自然保護団体で活動していた20才前後の
若者によって結成され、以来38年間、リーダーの自主
的、自発的、自立的な活動として、リーダーの自己責任
によって運営している。子どもたちの居場所としての
異年齢の子どもの群れにこだわり、一見すると何もな
いように見える自然の中で、子どもたちと創意工夫し
て遊ぶやんちゃな時間と空間を共有する。

http://www16.ocn.ne.jp/̃osk1561/

大阪自然教室

「映像発信てれれ」は、2003年大阪を中心に各地の
カフェなどで市民から集めた作品の隔月定期上映「カ
フェ放送てれれ」を開始。延べ約200人が毎月参加。
制作者は10代～70代、学生やプロや会社員など多
様。８年間の上映作品は約５００点。「あーねこーね塾」
は高根島の民家を借り、合宿や上映会を開催するため
のスペースとして2009年夏オープン。

http://www.terere.jp

映像発信てれれ・あーねこーね塾
「せとだ港房」は瀬戸田港を核とした海への親水性を
生かし、安らぎの空間を提供し、地域内外の広い人々
の情報交換や交流連帯を促す中で、港及び周辺地域
の活性化を図る。そして港を新たな観光スポットとし
て創設することを目的とする。
「しまらぶ」は瀬戸田を愛する住民が集まり、情報や意
見を交換するワークショップ。

NPO法人せとだ港房・しまらぶ

８月19日（金） ８月20日（土）

一般社団法人 コミュニティマネジメント協会理事長　森 日出男
　当初夏に予定のイベント「海フェスタ尾道」の開催が東日本大
震災の関係で1年延期になったことをうけて、今年の活動は「来年
を目指したプレ・ツアー」と位置づけ、そのネーミングも「しまなみ海
の楽校」として開催するはこびとなりました。くわえて「子どもゆめ
基金」助成事業の観点から、子どもたち主体のプログラムに軌道
修正しています。実施案に至るプロセスでは、尾道市観光協会の

ご協力のもと、生口島・瀬戸田地区で“しまおこし”に取り組んでお
られるNPO法人せとだ港房さまにもご助力をいただきました。また
開校中のサポートを担っていただく“あーねこーね塾”やファームス
ティでお世話になる柑橘農家の皆さまのご支援ご協力に厚くお礼
を申し上げます。この企画の成果を来年本番を迎える「海フェスタ
尾道2012」の成功に繋げたいと願っております。


